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【ねらい】 
  各種調査結果から、明らかになった課題の克服のために、日常における学力向上の取組を充実させると共に、国
語科を中心とした授業改善の取組を通して、学力の向上を図る。 

【具体的な実践】 
 １ 学調から分かる本校の課題及び取組の視点 

全国学力・学習状況調査では、国語「知識」は全国・県平均を上回っているが、「活用」が全国・県平均を下回
っている。知識では、「書くこと」「読むこと」の領域の正答率がやや低い。算数「数と計算」の中でも、割合や
図形の学習内容が低くなっている。「活用」も全国平均を下回っている。 
また、昨年度の岩手県学習定着度状況調査では、「読むこと」「書くこと」が下回っている。「読むこと」では、

「段落相互の関係をとらえる」「段落の内容を要約する」ことが低くなっているので、本校の重点研究を通して授
業改善に取り組む。「書くこと」では、「文章の構成に注意して意見を書く」ことを重点的に指導する。日常の授
業において相手意識や目的意識を明確に持たせ、書く活動を意図的に取り入れる。さらに、復習を強化すること
で学力向上が期待できる事項については意図的に復習に取り組む。 

 
 ２ 課題解決に向けた具体的取組 
（１）授業改善について 

・学習のスモールステップ化で基礎・基本の定着を図る。 
    ・児童の実態を共通理解し、基礎的な内容については、年間を通じて継続的な指導を行う。 
   ・学習課題の解決に向けて、児童が思考し自分の考えをノートにまとめたり説明したりする学習活動を意図的

に設定する。 
（２）日常の取組について 

①朝学習の活用 
    ・漢字及び計算の練習・習熟 
    ・各教科における復習 

・週１回 視写を全学年で取り入れる。 
②漢字・計算チャレンジの活用 

   ・学期に１度、漢字・計算とも年３回取り組む。 
   ・90点以上を合格とし、全員が１回で合格することを目指す。 
   ・満点の児童には、満点賞を与える。 

③家庭学習の習慣化と質の向上 
   ・モデルとなる家庭学習ノートの提示 
   ・家庭へ「家庭学習の取り組ませ方」について示す。学校区で共通事項として各家庭へ配布する。 

④放課後学習ショートアップの活用 
・授業の補充と深化を行う。 
・復習、習熟、発展、各種調査等での落ち込み問題など、短時間であるが意図的に行う。 
・特に落ち込みが大きい児童の個別指導 

     ・問題作成においてアシストシートの活用 
 
３ 授業改善の視点を生かした授業実践 

   各種調査結果から明らかになった課題の克服のために、全学年系統性を踏まえながら、より主体的な思考や判
断を伴う学習となるよう、国語科「読むこと」の領域における授業改善に取り組む。 

（１）授業改善の視点  

  視点１・・・ねらいに基づいた単元を貫く言語活動を適切に位置付け、学ぶ目的を明確にする。 

  視点２・・・第２次の授業展開の工夫を図る。 

 

視点２―①・・個人課題を１次から設定し目的意識、課題意識の継続を図る。   

視点２―②・・並行読書を生かした学習活動 

視点２－③・・３次の活動に活用できる学習活動や学習プリント等の工夫   

視点２―④・・ペア・グループ活動を生かした検討の場の設定 

視点２―⑤・・どんな力がついたのか振り返る自己評価の設定                     

 

（２）授業実践例 

  ①３年生の実践〈指導要領第３・４学年「読む」（１）イ及びエに関わる課題克服の実践〉 

   ア 県学調の誤答分析から 

      目的に応じて内容を正しく読む（第３・４学年「読むこと」（１）エ）に関わる問題に落ち込みが見られ
ることを受け、授業改善の方向性として、児童自身が目的に応じて文章全体のどの部分に着目すればよい
のか気付いたり、内容を自力で整理したりする指導を十分に行う必要があると考える。 

 

学調を活用した授業改善と日常における学力向上の取組 

分析で明らかになった課題や改善点を職員間で共有 

職員間で 

・学調の落ち込み問題を共通理解し、指導方法の確認 

・普段の取組と成果を全体で共有 

思考力・判断

力を伴う学習

展 開 を ね ら

う。 



   イ 授業改善のねらい 

・ 目的や必要に応じて重要語句を見付け、内容を要約する力を育てる。 

・ 目的や必要に応じて要約の仕方も変わるという文章意識を育てる。 

   ウ 単元名  はたらく犬について調べよう 「もうどう犬の訓練」（東京書籍 ３年下） 

   エ 単元指導（全 11時間） 

段

階 主 な 学 習 活 動 
 
授業改善に関わる指導のポイント 

 
第 
 
一 
 
次 
 
４ 
時 
間 

 
・働く犬について話し合い、学習 

      課題「はたらく犬もの知りカー 
ドを作ろう」を設定し、学習計 
画を立てる。 

・教科書教材を読む共通課題と個 
      人課題を話し合い設定する。 
      ・三次の言語活動に向けて並行読 

書を進める。 

 
・働く犬について疑問を話し合い、共通課題と個人課題を
設定し、教科書教材を読む目的を持たせる。 

※共通課題…もうどう犬について知りたいことを話し合
い、その中から二つの課題を共通課題とし
て設定。（２次 共通課題①、②） 

※個人課題…共通課題以外でもうどう犬について自分が
知りたいことを個人課題として設定。 

 
・教師作成の「もの知りカード」
の良さや作り方の手順を話し 

合い、学習計画を立てる。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 
 
二 
 
次 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 
時 
間 

 
・共通課題①「もうどう犬は、どんな 
人のために、どんな仕事をする犬な 
のか」を読み取り、要約する。 
 

・共通課題②「もうどう犬になるため 
にすること」を読み取り要約する。 
 

・個人課題「もうどう犬について自分 
が知りたいこと」を読み取り要約する。 

    （例）「人を安全にみちびく訓練で 
        教わることをまとめよう。」 
       「もうどう犬がしてはいけな 
        いことはどんなことかまと 
        めよう。」 
 
共通課題② 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
・全文から課題の答えを見付け要約する指導を行う。 
・自力解決（目的に応じた要約）の手順 
① 課題の答えとなる大事な文をノートに書き出す。 
   ↓ 
  指導事項エ「文章の要点や細かい点に注意しながら

読むこと」に対応する。 
② 書き出した文章を補足したり言い換えたりして「も

の知りカード」へまとめる。 
    ↓ 
   指導事項エ「文章などを引用したり要約したりする

こと」に対応する。 
・課題解決において、なぜこの言葉や文が自分の要約 
に必要なのか検討する活動としてグループ活動を 
設ける。 

 
個人課題 
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視点２－② 

視点１ 

視点２―① 

視点２－③ 

視点２－④ 

 

 

 

 

 



     
② ６年生の実践〈指導要領第５・６年「読む」（１）ウに関わる課題克服の実践〉 

  ア 全国学調の誤答分析から 
     分かったことや疑問に思ったことを整理しそれらを関係付けながらまとめて書く（第５・６年「書く 
    こと」（１）ウ、「読むこと」（１）ウ）に関わる問題において落ち込みが見られることを受け、授業改

善の方向性として、中学年からの学習「目的に応じて必要となる情報を取り出し、それらを関係付けて
読むこと」を踏まえた総合的な力を付けていく必要があると考える。 

  イ 授業改善のねらい 
   ・ 目的や必要に応じて集めた情報を整理しまとめる力を育てる。 
   ・ 効果的な文章構成、資料活用等を自分の課題解決に生かす力を育てる。 
 
  ウ 単元名 「持続可能な社会」について自分の考えを提案するリーフレットを作ろう 
         未来に生かす自然のエネルギー（東京書籍 ６年下） 
 
  エ 単元指導（全１０時間） 

段

階 

 
主 な 学 習 活 動 

 
授業改善に関わる指導のポイント 

 
第 
 
一 
 
次 
 

２
時
間 

 

・身近な体験からエネルギー問題 

     について話し合い、学習課題 

「『持続可能な社会』について自分 

の考えを提案するリーフレット 

を作ろう」を設定し、学習計画 

を立てる。 

・個人課題を設定し、並行読書を 

     進める。 

 
・教師作成の「地熱発電で『持続可能な社会』を作ろう」
をもとに、リーフレットの特徴、資料や具体例の示し
方の効果等について話し合い、自分のリーフレット作
りに生かしていけるよう学習の目的を持たせる。 

 
 
・個人課題の解決のために本や新聞等から情報を収集す
る。→付箋紙を活用し情報の取り出しを工夫する。 
※個人課題…３次での言語活動に関わる児童一人一人

の課題 

 
 
 
第 
 
二 
 
次 
 

 

 

４
時

 

・教材文の文章構成をつかみ、筆 

者の要旨をとらえる。 

・筆者の資料の示し方や具体例の 

挙げ方に着目しながら、本論１ 

を読む。 

・筆者の資料の示し方や具体例の 

 挙げ方に着目しながら、本論２ 

     を読む。 

・自分の課題を見直し、リーフレ 

ットにまとめる内容の見通しを 

持つ。 

 
 
 
・本論１、本論２の学習では、学んだことを生かして単
位時間の中でリーレットにまとめる活動を設定する。 

   ↓ 
 既習「要約力」、本単元で付けたい力「論の進め方」
「資料の効果的な活用」に対応する。 

 
・第１次で設定した自分の課題にどう生かすかという点
に単位時間ごとに立ち返らせる。 

 
 

 
 
第 
 
三 
 
次 
 

 

 

３ 

時 

間 

・第２次の学習を生かして自分が紹介したい
はたらく犬について「はたらく犬もの知り
カード」にまとめる。 

 
・友だちと読み合い、感想を交流する。 

 
 
 
 
 
 
 

・単元を通して身に付けた力をねらいに沿って価値付け
する。 

 「答えを説明するための大事な言葉や文を見付ける
力」「課題の答えを短く正しくまとめる力」がついた
ことを単元学習後にも振り返り,児童一人一人に実感
させる。 
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視点１ 

視点２―①及び２－② 

視点２－③ 

視点２－⑤ 

 
 

視点２―⑤ 



間  
本論Ⅰのワークシート 

 

本論Ⅱのワークシート 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
第 
 
三
   
 
次 
 

 

 

 

 

 

４
時
間 

 
・自分の課題を解決するのにふさ 

     わしい資料や情報を収集し整理 
     する。 

・第２次の学習を生かして個人課 
題をリーフレットにまとめる。 

・リーフレットを読み合い、感想 
     を交流する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・単元を通して身に付けた力をねらいに沿って価値付け
る。 

・自分の考えを提案するために効果的なリーフレットを
作成できたかどうか振り返らせる。 

 
 
 
 
 
 
 

 
【成果】 

・児童の発達段階に応じて個人課題の設定を工夫したことで、第１次から第３次まで児童の学ぶ目的意識が持続

し、生き生きと思考しながら課題解決を行う児童の姿が見られた。また、教師の側も児童一人一人の課題解決

の過程を見取りながら適切に支援することができ、ねらいに沿った評価ができた。 

・第２次における学習活動や学習プリント等を工夫したことで課題解決のための学習方法を学び、第３次では自

力で課題解決を行うことができねらいに応じた力を付けることができた。 

・全校体制で朝活動やショートアップを活用し繰り返し補充指導を行ったことで、基礎的・基本的な内容の定着

が図られた。今年度の県学調の結果にも反映された。 

・視写指導により書く速さがアップしたことが文字数調査で分かり、読み方も単語から文節、一文へと広がりを

見せた。 
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